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能力を身に付けさせることではなく、一つの表現からどれだけ多様な読み 引き出せるかが図られることである。中学校一年の国語科での文学教材として宮沢賢治『オツベルと象』を取り上げる。言葉とは両者間の関係を築くためのもの あるが オツベルと象との間では両者 関係を最悪なものにする道具として使われているこ を解明する。文学教材をあつかう場合は、言語表現に集中して読み解いていくということが肝心であり、言語表現を客観的に捉えることで、学習者の読みを深めることができる。生徒が自分の読みと他の生徒の読みの違 に気付いたり、または新たな発見をしたりしてお互いの関係性を築 ていて く に文学教材の効用がある。自分の内面と向き合う契機となるような文学教材が学習者の自我を強化する。自己 内発的動 よ 「伝える力」を育成するために、文学教材による国語科教育が重要である 考える。
はじめに　
国語科教育で教材となる文章は、大きく分けて文学的文章と説




































































を深め、日本人とし の自覚をもち、国際協調の精神を養うの役立つこと」という八項目を挙げ、 「読むこと」 教材については、各学年で説明的な文章や文学的な文章などの文章形態を調和的取り扱うことになっている。 「読むこと」の教材に求められる観点は多岐にわたっており、 ずれも「育て ・養う 役立つこ
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と」には「読むこと」による有効性が強調されている。しかし、教材 は役立つためだけにあるのではなく、学びの場、学びの土壌となる重要なものでもある。良い土壌に光・温度・降水などの条件が整えば植物の豊かな生育が期待できるように 良い教材に工夫された指導が加われば生徒の生きる力を育てることができる。　　
指導要領国語科改訂（平成二〇年七月）の要点では「国語の能
力を調和的に育て実生活で生きて働くように、それぞれの領域の特性を生かしながら生徒主体の言語活動を活発 し、国語科 目標を確実かつ豊かに表現できるよう」にすると述べ、 「教材 ついては、我が国において継承されてきた 文化に親し ができるように、長く読まれ いる古典や近代以降の代表的 作品を取り上げるようにする」と述べている。佐野正俊氏 「平成元年版学習指導要領が示した「新し 学力観」に基づく「個性を生かす教育の充実」と各種の民間教育研究団体の「読み手を生かす」という「正解到達主義の批判」の両者が、出自は全く異なるものの「個を生かす」というベクトルで奇妙な併存の状況を呈している」
４と指摘し、さらに「結果として読者論的国語教育が大いに

















れていることに悲劇がある。この表現には説得力があり、賢治童話の言葉の力である。教科書の目的となっている「想像をふくらませながら読み、作品 えがかれた世界を楽しもう」という「想像の楽しさ」を味わえる文学教材で 『オツベルと象』の言語表現を中心に論究する。　『オツベルと象』は、大正一五年一月発行の雑誌『月曜』創刊号に掲載された。同年三月発行『月曜』三号に掲載された『猫の事務所』とともに、賢治の生前に発表された数少ない作品の一つである。　『オツベルと象』は、 「第一日曜」から始まる。
「どうだい、ここはおもしろいかい。」「おもしろいねえ。」象が体をななめにして、目を細くして返事した。「ずうっとこっちに たらどうだい。」　
百姓どもははっとして、息を殺して象を見た。オツベルは
言ってしまってから、にわかにがたがたふるえだす。ところが象はけろりとし 、「いてもいいよ。」と答えたもんだ。「そうか。それではそう よう。そういうことにしようじゃないか。」オツベルが顔をく ゃくしゃにして、真っ赤になって喜びながらそう言った。
　
オツベルの言葉の裏に隠された真意を疑うことを知らない象は、
オツベルの言葉の罠にどんどんはまっていく。 「第二日曜」では、オツベルが象を 巧み 自分の所有物にしていく経緯が語られる。
「おい、おまえは時計はいらないか。」丸太で建てたその象小屋の前に来て、オツベル 琥珀のパイプをくわえ、顔をしかめてこうき た。「ぼくは時計はいらないよ。」象は笑って返事した。「まあ持ってみろ、 いもんだ こう言いながらオツベルは、ブリキでこさえた大 な時計を、象の首からぶら下げ「なかなかいいね。」象も言う。「くさりも くちゃだめだろう。」オツベルときたら、百キロもあるくさりを、その前足にくっつけた。「うん、なかなかくさりは いね。」三足歩い 象が言う。「くつをはいたらどうだろう。」「ぼくはくつなどは いよ。」「まあはいてみろ、 いもんだ。」オツベル 顔をしかめがら、赤い張り子の大きなくつを、象の後ろの かとに めた。「なかなかいいね。」象も言う。

















くはずいぶんめにあっている。みんなで出てきて助けてくれ。 」 と、仲間に救いを求めるのである。オツベルと象の間にかわされた言葉は直接顔を合わせて発せられたにもかかわらず、二重の意味をもってお互いの間に齟齬があった。しかし、白い象と山の象 間には手紙に書かれた言葉ではあっても「みんなが一度に呼応する。 」だけの信頼があった。賢治童話の悲劇は、言葉の二重性によって生み出された異種間 断絶に たといえる。作品 掉尾では、白い象の無邪気な資質につけ入り、言葉巧みに利用した悪辣なオツベルの破滅が描き出さ る。文学教材として賢治童話優れているのは、言葉 もつ両義性に操られながらストーリーが展開していくところにある。　
言葉の持つ両義性が巻き起こす葛藤のドラマに加えて、この作






実際の読者に向けて、作品内の語り手である「牛飼い」に暗黙の聞き手に物語内容を語らせるという二重構造をとってい 。この構造は、結末部 「おや、川へはいっちゃ けないったら。 」という言葉が 一体誰に発せられたものかという疑問を読者に抱かせることになる。暗黙の聞き手が存在す こ を最後のこの言葉が読者に知らせるのである。こうした二重構造の語りは、賢治童話のユニークな仕掛けとして読者を楽 ませてくれる。　
言葉の両義性、語りの構造の二重性に加えて、作品内容の解釈
の多様性という点からも、賢治童話は文学教材とし 優れて ることがわかる。結句「おや、 川へ いっちゃいけないっ ら。 」は、原文では「おや、 〔一字不明〕 川へはひつちやいけないつたら。 」とあることから、一字不明に何が入るのかと う疑問と はひつちや」がひらがなで表記されているため 「川へ入っ ゃ」か「川へは行っちゃ」のどち かという疑問が生ず 。説明的な文章の場合あいまいな表現として決定的な悪文 な が、文学的な文章の場合解釈の多様性として捉えるこ ができる。教科書の 学習の手引き」でも列挙されている最後の場面の「白象はさびしく笑って」という表現と合わせて読者のさまざまな解釈を喚起する魅力的な表現 なっている。山元隆春氏は、 〈対 〉 ひらく文学
教育がめざさなければならないのは、単一のものに思えるような声の中に、複数の声を聞き分ける力を学習者たちからひきだしていくことである。テクストにおいて複数 声が交響する様―それを本稿では〈対話構造〉と呼ぶ―を学習、見出させ、そ 複数の声と交流させる ころから、実際の〈対話〉はひらかれる」
８と

























賢治が日蓮宗に帰依していたことから、作品の表現にも法華経との関連が取りざたされることが多々ある。 教科書に掲載された 『オツベルと象』の脚注にも賢治と宗教に関連した記述 認められる。作品のキーワードとなる「サンタマリア」には「聖母マリア。キリストの母」とあり、 「赤い着物の童子」には「仏教の経典に出てくる菩薩 従者 こと」 、 「沙羅樹」には「沙羅双樹とも う。インド原産の常緑高木。高さは三十メートルにも達し、うす黄色の花を開く」とある。　
表題にもなっている「象」が、作品では「白象」または「白い
象」として仲間の灰色の像とは区別され特別な扱 を けている。この「白い象」とは、山の仲間の象どもに「ぼくはず ぶんめあっている。みんなで出てきて助けてくれ。 」 オツベル 報復を求めるのではなく、自身の救助を求める。それ 反して、灰色の象たちは「オツベルをやっつけよう。 」 「一度 噴火し」 、 「五
ひきの象がいっぺんに、へいからどっと落ちて」きた結果、 「オツベルはケースをにぎったまま、もうくしゃくしゃにつぶれていた」 という。 「白象」 はあく でオツベルに報復するのではなく、 「さびしく笑って」という表現で終わる。この「白象」が灰色の象と違うところは、 「赤い竜の目をして」オツベルを見下ろすことはあっても、オツベルに危害を加えないことである。ここでは、作品の表現を超えて作者賢治の宗教性を読み取るのは文学教材の扱い方としては正しくない。丹慶英五郎氏は「 「オツベルと象」を、およそ宗教的な臭味はいささかも持たぬ、彼のある種の宗教的な作品とともに、ここにあらためて重要視したいと思う。賢治にある種の宗教的な作品が疑いもな 厳然 してある 故 、しは、あきらかに宗教的ではな いうる、この「オツベルと象」をも重要視したいと思う」
１３
と述べている。教科書の脚注










は擬態語も含む）とよぶ魅力的な言語表現の宝庫であるといえる。小林俊子氏は、 「本来、 〈のんのん〉は で、深い川や大量の水がゆるやかに流れる様、勢いが盛 で続く様をあらわす。また岩手方言では、地震の揺れを〈のんのんめぐ〉といい 振動を表す言葉である」
１４
と述べ、 「あふれるようにそして勢いよく盛ん

















すると普賢菩薩は仏に言われた。末法の初めの五百年の間、世の中が汚濁し、人心が険悪になったとき、この『法華経』を受持し、それを弘める者 いれば、自分はその人を守護して、教えを弘め 気力が衰えた者を励まし、その心が安穏になるようにしてあげます、と。 『法華経』を読誦し、 教えをいつまでも っかりと守ってい があ 普賢菩薩は六牙の白象に乗って大菩薩たちとそこへ行って、自ら現じて供養し、守護し、その『法華経』の行者の を安らかにしてあげよう、というのである。この「普賢菩薩勘発品」のこの経文に基づいて白象に乗った普賢菩薩像が造られたのであ









































あるなら、国語は日本人のあらゆる知的作業の基盤となる大切な知性である。日本人の知識・技能・規範は、日本語 る発想から生みだされ 国語教育は、日本人の行動の基本を創造し、日本を支える思考の基礎を形成するため 働きかけでなければ らない。国語科教科書 思想は、日本人の歴史的 社会的に制約さ
れた偏った思想的傾向を生みだす可能性を含んでいる。国語に隠されたイデオロギーは、無意識のなかで暴威 揮うことになる。日本人としてのアイデンティティを形成 るのに国語科教科書による言語活動は重要な役割をはたすのである。　
現在、中学校国語では「学習指導要領・生きる力」を目標とし
た「伝え合う」活動に比 がおかれた教材が国語科教科書として採用されている。石原千秋氏が「自己の内面を自分自身の力で試行錯誤を繰り返しながら作り上げるべき時期に こうして「伝え合う」こと 強いられ 子供たちは、あたかも「伝え合 」技術によって自意識やアイデンティティを作るようにし向けられることになる」
２５
と指摘するように、 「伝え合う力」が何のために伝
えるのかという目的を失って、伝え 方法に終始してしまうことになる。伝えた 内容があっての「 合う力」であり、伝えたいことは自己 内省によって生みだされる。他者に向かう以前に自分の内面と向き合う契機となるような文学教材 学習者の自我を強化するのであ 他者に わせ だけの 力」でなく、自己の内発的動機による「伝え合う力」を育成す ため 、すぐれた文学教材による国語科教育が必要である。　
グローバル化が促進されるなか、逆に日本社会ではコミュニケ
ーション能力の低下がさけばれ続けている。国語教育の根幹である国語科教育で、 自己内省を深め、 独りよがりでない主体的な「伝え合う力」の実現のために文学教材が重要であると考える。
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＊宮沢賢治『オツベルと象』の本文は、 『中学国語１』 （教育出版）に拠った。註１
 

























牛山恵「宮沢賢治童話の教材史―文学作品と小 校「国語」教科書との関連―」 『国語教 書研究の方法』全国大学国語教育学会・公開講座ブックレット②、 〇一二年二月、五〇‐ 五一頁。
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石原千秋氏は「伝え合う」ことを強いられることは 常 他人に合わせて言葉を選ばなければならな 」こ で「常に他人に合わせて自分を作る」ことになる 危惧してい 。 伝える『私』はどこにあるのか 『国語教科書の思想』ちくま
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